モデル地域の概要（山梨県富士河口湖町）

	地域の概要
	○富士山、河口湖、西湖、精進湖、本栖湖、青木ヶ原樹海等豊かな自然を抱え、首都圏からわずか100kmほどという立地条件。

○近年滞在型・通年型観光地づくりを目指す官民一体の努力により多様な魅力が充実しつつある。特に五感文化をキーワードとした地域拠点施設の整備や、多彩なイベントの実施、温泉掘削などにより、富士河口湖町の知名度が飛躍的に高まった。

○平成15年に旧河口湖町、旧勝山村、旧足和田村が、更に平成18年には旧上九一色村南部地域が町村合併して富士河口湖町が誕生し、四つの湖と多彩な地域資源（青木ヶ原樹海、酪農、フルーツ、文化施設等）を生かした強力な観光地域づくりが期待されている。

○観光入込み延数は、平成元年の約850万人が平成18年には約1,260万人となり平成11年以降横ばい・微増傾向で堅調に推移している。

○平成11年頃より外国人観光客が増えてきており、台湾、香港、中国などアジア諸国を中心として、旅館・ホテルへの宿泊客数が平成14年の91千人が、平成18年には172千人というように急増している。

	「観光地域プロデューサー」を必要とする理由
	○町長の小佐野常夫が「観光カリスマ」に選ばれているように、行政主導での観光振興施策は強力に推進され大きな効果を上げている。また、大手観光事業者の積極的なサービス改善や施設改善、強力な営業活動などにより、観光集客面でも堅調に効果を上げているところである。反面、地域住民一人一人が積極的にまちづくりに関わり、魅力ある観光まちづくりを進めていこうとする住民主導の取り組みが弱い。

○旅行のニーズが多様化し、また国際化が進むなど、観光地をとりまく環境は大きく変化してきており、行政や観光事業者の努力だけでは旅行者ニーズにみられる本物志向、体験志向、交流志向、文化志向、いやし志向などに対応できなくなりつつある。言い換えれば、旅行者は「観光地」ではなく「魅力あるまち」を求めているが、魅力ある観光まちづくりを行うには、多様な地域住民やファン（交流人口）の能力や熱意、善意などを積極的に取り込んでいくことが不可欠である。

○さらに、住民参加型の観光まちづくりにより創造される新たな魅力と旅行者を結びつけるための具体的なサービス化、商品化が必要であり、またそれらを旅行者に知らしめる告知活動や流通のための施策が必要である。

○従来の観光地づくりとは異なる魅力ある観光まちづくりを行い、それを経済活動に結びつけるためには、高度なまちづくり技能（経験、技術）とそれを実現しようとする熱意を持ったプロデューサーによる地域密着型の息の長い働きかけが不可欠であるが、定住人口の少ない当地域ではそのような人材が活躍し、成果を上げるような状況はなかなか生まれない。

	「観光地域プロデューサー」が行う業務
	○観光振興を通じた地域の活性化を図るための方向性：

住民参加による活力ある観光まちづくり、及び新たな観光商品開発

○活用するべき観光資源の内容：

町内外の人材、自然環境、地域文化、観光イベント

○協働するべき関係者等：

富士河口湖町観光連盟、富士河口湖ふるさと振興財団、各地区観光協会、観光事業者協同組合、ボランティアグループ、ＮＰＯ、その他町外のサポーター

○地域が描くビジョン等：

町民や地域外サポーターの能力や熱意を活かし、活力ある観光まちづくりを推進する中核となり得る推進組織を設立し、住民、観光事業者、行政が一体となって「住んでよし、訪れてよし」の魅力あふれるまちづくりを推進する。

◆そのために、観光地域プロデューサーは卓越した技能と熱意を発揮し、地域住民と膝をつめながら議論を交わしながら、下記の業務を行う。

●観光立町推進基本計画の策定

・平成20年度中に策定する予定で調査・検討を進めている観光立町推進基本計画策定の作業に加わり、事務局の一員としての業務を行う（調査研究、会議のコーディネート、ＰＩ、普及啓発など）。

●各種観光推進組織の組織力強化、人材育成

・各地区観光協会、宿泊施設組合、ボランティアグループなどの会合に出向き、意識啓発、スキルアップ、組織力強化等の研修を行う。

・町内の観光まちづくりに関係する団体の現状を調査し、組織力の強化に結びつく企画や、新たに必要とされる組織などについて提言し、必要な事業を行う。

●特定テーマにおける推進組織の立ち上げ支援

・エコツーリズム、西湖いやしの里づくり、外国語サポート活動など、現在推進組織設立に向けて検討を重ねている特定テーマに係る推進組織づくりに関する業務を行う。

●住民参加による観光まちづくり推進の核となり、受地型観光オペレーターともなり得る新たな組織（ＮＰＯ等）の設立

・町民、観光事業者、行政の中間に位置し、住民参加による観光まちづくりを推進する核となるような組織のあり方について調査・研究する。

・平成20年度内の設立を目指し、研究会を立ち上げ、研究会の事務局業務を行い、設立に至るまでの事務業務を行う。

●観光まちづくり推進に必要な調査・研究業務、成果の提言、普及・啓発

・上記業務のほか、当町の観光まちづくりの現状を調査・分析する中で、必要と思われる調査・研究を企画し行い、その成果をとりまとめ、提言や普及啓発を行う。


	「観光地域プロデューサー」の配属先
	富士河口湖町観光課

〒４０１－０３９２　　山梨県富士河口湖町船津１７００

	給与の支払者
	富士河口湖町

	給与等の額
	月額１５万円

（超過勤務手当、通勤手当は当町規定により別途支給。通勤手当は上限あり。）

	勤務形態、就業時間等
	就業日：週のうち任意の２日（プロデューサーとの協議で曜日は決定する）

就業時間：原則として午前８時３０分から午後５時３０分

　　 　　　　（午後１２時００分から１時００分までは休憩）

	雇用期間
	原則として２ヶ年度間（平成１９～２０年度）、

その後は１年度ごとに延長することができる

	その他
	○配属先における指揮命令系統

町長－観光課長－「観光地域プロデューサー」

○サポート体制

観光課内の観光振興支援室（室長と係員の２名）が共同歩調を取り、プロデューサーの業務を補佐する。


